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２
月
24
日
の
ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
、
ロ
シ

ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
こ
と
が
報

道
さ
れ
ま
し
た
。

　

攻
撃
さ
れ
た
地
域
の
住
民
は
、
防
空
壕

に
避
難
し
て
い
る
と
聞
き
、「
え
！
防
空
壕

が
マ
ン
シ
ョ
ン
、
集
会
場
、
個
人
の
住
宅

に
有
る
の
？
」
と
思
い
ま
し
た
。
連
日
の

ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
歴
史
的
な
背
景
を
知
り
、

理
解
は
で
き
ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
画
面
に
映
る
状
況
に
は
目
を
覆
い
た
く

な
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
様
は
ご
存
知
の
こ
と
と
は
思
い
ま
す

が
、
こ
の
落
合
第
一
特
別
主
張
所
管
内
に

は
、
上
落
合
東
部
町
会
、
中
落
合
一
丁
目

み
ど
り
町
会
、
中
落
合
二
丁
目
町
会
、
中

落
合
三
丁
目
や
よ
い
町
会
、
下
落
合
町
会

知
久
会
、
下
落
合
東
町
会
、
下
落
合
四
丁

目
町
会
、
高
田
馬
場
住
宅
コ
ム
委
員
会
の

７
町
会
、
１
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

　

月
に
１
度
の
会
長
会
に
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
話
題
と
な
り
、
ぜ
ひ
人
道
支
援
募
金
を

し
よ
う
と
言
う
事
に
な
り
、
す
ぐ
に
行
動

が
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
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中
井
駅
、
下
落
合
駅
、
ス
ー
パ
ー
前
等
々

で
の
活
動
が
始
ま
り
、
皆
様
か
ら
お
預
か

り
し
た
善
意
の
お
金
を
、
５
月
９
日
に
ウ

ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
セ
メ
ニ
ュ
ー
ク
公
使
参

事
官
に
手
渡
し
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

募
金
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
々

の
中
に
は
、
一
度
通
り
過
ぎ
た
の
に
わ
ざ

わ
ざ
戻
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
こ
れ
だ
け

で
ご
め
ん
な
さ
い
ね
と
仰
っ
た
方
、
頑
張

っ
て
下
さ
い
と
握
手
を
さ
れ
た
方
、
親
子

連
れ
の
方
で
お
父
さ
ん
が
お
子
様
に
説
明

を
し
て
、
お
子
様
の
手
か
ら
募
金
箱
に
入

れ
さ
せ
る
等
々
な
様
子
を
経
験
さ
せ
て
頂

き
募
金
活
動
は
終
わ
り
ま
し
た
。

現
在
も
ま
だ
終

息
の
気
配
は
無

く
大
変
な
状
況

が
続
い
て
い
ま

す
が
、
一
日
も

早
く
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
方
々
が
安

心
し
て
暮
ら
せ

る
日
々
、
そ
し

て
笑
顔
で
家
族

と
語
り
合
え
る

よ
う
な
生
活
が

戻
っ
て
来
る
こ

と
を
願
っ
て
止

み
ま
せ
ん
。

　

ご
協
力
を
頂
い
た
方
々
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

落
合
第
一
地
区
町
会
連
合
会
で
は
、
５
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
支
援
募
金
を
行
い
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
ま
し
た
お
金

を
直
接
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
に
お
届
け
し
た
時
の
様
子
等
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ウウ
クク
ララ
イイ
ナナ
にに  

ここ
ここ
ろろ
寄寄
せせ
てて  

　

落
合
第
一
地
区
町
会
連
合
会
で
は
、
５
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
支
援
募
金
を
行
い
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
ま
し
た
お
金

を
、
直
接
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
に
お
届
け
し
た
時
の
様
子
等
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

落合第一地区町会連合会では、３月から４月に、
ウクライナ人道支援募金活動を行いました。
ご協力いただいた皆さまに感謝申し上げるとともに、
ご報告いたします。
皆さまからお預かり致しました支援金は、５月９日
にウクライナ大使館に届けました。

落合第一地区町会連合会

支援金総額 円

ウクライナ大使館にてセメニューク公使参事官に支援金を手渡しました

ウクライナ人道支援募金

ご協力ありがとうございました

下落合東町会 下落合町会知久会 下落合四丁目町会 上落合東部町会

中落合一丁目みどり町会 中落合二丁目町会 中落合三丁目やよい町会 高田馬場住宅コム
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▽
盆
踊
り
　
盆
踊
り
は
江
戸
時
代
の
初
期

に
最
盛
を
極
め
、
江
戸
で
は
7
月
か
ら

10
月
ま
で
連
日
踊
り
明
か
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
室
町
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
も

の
で
あ
り
、
お
よ
そ
500
年
の
歴
史
を
持
つ

厳
か
な
行
事
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

▼
花
火 / 

花
火
大
会
　
日
本
で
お
も
ち
ゃ

花
火
が
売
り
出
さ
れ
た
の
は
江
戸
時
代

初
期
の
こ
と
で
、
そ
の
業
者
の
屋
号
が

「
鍵
屋
（
か
ぎ
や
）」、
暖
簾
分
け
し
た
の

が
「
玉
屋
（
た
ま
や
）」
で
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
と
き

の「
た
ー
ま
ー
や
ー
」と「
か
ー
ぎ
ー
や
ー
」

の
掛
け
声
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　▽
風
鈴
　
日
本
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
に

吹
き
ガ
ラ
ス
で
作
ら
れ
た
風
鈴
が
江
戸
で

流
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
正
時
代
に
は

南
部
鉄
器
の
産
地
で
も
鉄
製
の
風
鈴
が
つ

く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
、

宅
地
、
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
住

居
が
密
集
し
て
い
る
生
活
環
境
の
た
め

「
騒
音
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
見
掛
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

天
災
は
忘
れ
た
頃
に

　
　
　
　
　や
っ
て
く
る

　
　
　

　
　

　　
熱
中
症
は
生
命
に
か
か
わ
る
病
気
で
す

が
、
予
防
法
を
知
っ
て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
日
常
生
活
に
お
け
る
予
防

は
脱
水
と
体
温
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
が

基
本
で
す
。

　

　
皆
さ
ん
よ
く
知
ら
れ
た
こ
の
言
葉
で
す

が
、
夏
目
漱
石
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

の
水
島
寒
月
や
『
三
四
郎
』
の
野
々
宮
宗

八
の
モ
デ
ル
と
も
い
わ
れ
る
寺
田
寅
彦
の

言
葉
で
す
。
漱
石
が
熊
本
の
第
五
高
等
学

校
で
英
語
教
師
を
し
て
い
た
と
き
の
教
え

子
に
あ
た
り
ま
す
。

　
大
き
な
災
害
を
経
験
し
た
と
し
て
も
、

経
験
を
伝
承
す
る
先
人
の
言
葉
や
教
訓
は

次
第
に
忘
れ
去
ら
れ
、
風
化
し
て
い
く
の

が
常
で
あ
る
。
だ
か
ら
始
末
に
お
け
な
い

と
寅
彦
さ
ん
は
云
っ
て
ま
す
。

　
　
　
　
　
寺
田
寅
彦
『
津
波
と
人
間
』

◆
命
に
か
か
わ
る
暑
さ

◆
脱
水
・
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に

　　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
人
が
集
ま
る
こ
と
を
避

け
る
た
め
、
こ
の
２
年
余
、
地
域
の
防
災

訓
練
、
避
難
所
立
ち
上
げ
訓
練
な
ど
が
実

施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
各

地
域
で
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

防
災
知
識
、
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に

も
訓
練
実
施
の
際
は
積
極
的
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
防
災
意
識
を
高
め
よ
う

　
梅
雨
明
け
が
早
く
、
６
月
の
末
よ
り
猛

暑
。
今
年
の
夏
（
七
月
〜
九
月
）
の
気
温

は
、
全
国
的
に
平
年
よ
り
暑
く
な
り
そ
う

で
す
。
暑
さ
の
ピ
ー
ク
は
七
月
後
半
と
八

月
後
半
、
西
日
本
と
東
日
本
で
は
厳
し
い

残
暑
と
な
り
そ
う
で
す
。

　
　※

（
株
）
ウ
エ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ス
よ
り

　と
も
か
く
、
暑
い
夏
。

熱
中
症
対
策
を
し
て

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
　◇「
金
鳥
の
夏
、
日
本
の
夏
」

「
金
鳥
の
渦
巻
」
が
生
ま
れ
た
の
は
、
1902

年
（
明
治
35
年
）
の
こ
と
。
120
年
前
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
蚊
取
り
線
香
は
、マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
に
似
た
小
さ
な
白
い
花
を
咲
か

せ
る
除
虫
菊
を
仏
壇
線
香
に
練
り
こ
ん
だ

も
の
。
大
日
本
除
虫
菊
株
式
会
社
と
い
う

名
前
が
会
社
名
。
こ
の
蚊
取
り
線
香
は
も

ち
ろ
ん
日
本
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
そ
し
て

「
金
鳥
の
夏
、
日
本
の
夏
」
は
50
年
以
上

前
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
な
の
で
す
。
蚊
取

り
線
香
は
、
今
で
も
、
盆
踊
り
に
キ
ャ
ン

プ
に
大
活
躍
。
正
に
「
日
本
の
夏
と
い
え

ば
、
金
鳥
の
夏
」
で
す
ね
。

　
◆
夏
と
い
え
ば
○
○

　
　

夏
の
風
物
詩

３つの大事！熱中症予防

１

２

まずは暑さを避けましょう
扇風機・エアコンを適切に使いましょう！

急な暑さに要注意！
前日より気温が高くなる日はとくに気をつけて！

水分補給を忘れずに！
喉が渇かなくても、体は汗をかいています！

３

※室内でも熱中症になります
　熱中症患者の半分は65歳以上
　新型コロナ感染予防のため、
　換気にも留意しましょう
　
　

３

落合第一地域センターの花壇はいつも
綺麗な花が咲いています（2022．5.27撮影）

〔
参
考
〕

・
　金
鳥
の
夏
は
い
か
に
し
て
日
本
の
夏
に

　

  

な
っ
た
の
か
?

　
　ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

･

　夏
の
風
物
詩
ラ
ン
キ
ン
グ
！

　

 

　
　
　
　

https://ranking.net/

水・食料の備え
〇飲料水（１人１日３ℓ目安）
〇レトルトご飯、アルファ化米等
〇缶詰
〇レトルト食品

ライフライン
〇カセットコンロ、ボンベ
〇懐中電灯
〇ラジオ・乾電池
〇簡易トイレ
〇携帯用充電池

生活用品の備え
〇ビニール袋
〇トイレットペーパー
〇ティッシュ・ウェットティシュ
〇コンタクトレンズ・メガネ
〇救急箱



コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
工
夫
を
こ
ら
し
開

催
さ
れ
た
町
会
行
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ラ
ジ
オ
体
操
】

　

夏
休
み
、
朝
の
始
ま
り
は
ラ
ジ
オ
体
操

で
！

　

各
会
場
６
時
30
分
開
始

☆
落
合
第
一
小
学
校

　
　

７
月
21
日
（
木
）～
７
月
31
日
（
火
）

　
　
　

（
日
曜
を
除
く
・
雨
天
中
止
）

☆
落
合
第
二
小
学
校

　
　

７
月
21
日
（
木
）～
７
月
27
日
（
水
）

　
　
　

（
雨
天
中
止
）

【
盆
踊
り
】

　

落
合
第
一
地
区
内
の
、
各
町
会
が
主
催
す

る
盆
踊
り
の
日
程
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

各
町
会
が
対
策
を
講
じ
な
が
ら
開
催
に
向

け
て
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り
の

盆
踊
り
大
会
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

★
下
落
合
四
丁
目
町
会

　
　

７
月
16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）

　
　
　
　

下
落
合
公
園　
　

午
後
６
時
～

★
下
落
合
町
会　

知
久
会

　
　

７
月
30
日
（
土
）
雨
天
順
延

　
　
　
　

清
水
川
橋
公
園　

午
後
５
時
～

★
上
落
合
東
部
町
会

　
　

８
月
５
日
（
金
）・
６
日
（
土
）

　
　
　
　

落
二
小
校
庭　
　

午
後
６
時
～

★
下
落
合
東
町
会

　
　

８
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

　
　
　
　

お
ま
つ
り
広
場（
目
白
通
り
沿
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
～

【
防
災
訓
練
】

●
上
落
合
東
部
町
会

　
　

７
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

落
合
第
二
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　

受
付
開
始
８
時
30
分

　

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◆
下
落
合
公
園
さ
く
ら
ん
ぼ
ま
つ
り
◆

　

５
月
８
日（
日
）、
下
落
合
四
丁
目
町
会

主
催
の
さ
く
ら
ん
ぼ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

下
落
合
公
園
に
凛
と
た
た
ず
む
一
本
の

さ
く
ら
ん
ぼ
の
樹
は
、
毎
年
小
さ
な
か
わ
い
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地
域
の
お
知
ら
せ

い
実
を
付
け
、
地
域
の
方
々
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
開
催
直
前

に
、
主
役
で
あ
る
さ
く
ら
ん
ぼ
の
樹
が
枯
れ

て
し
ま
う
と
い
う
大
事
件
が
勃
発
。
参
加
者

は
一
様
に
肩
を
落
と
す
中
、
力
強
い
新
芽
を

出
し
た
さ
く
ら
ん
ぼ
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
つ
つ
、
参
加
人
数
186
名
と
今
年
も
大
盛
況

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
来
場
さ
れ
た
方
々
に
色
々
な
お
花

の
鉢
植
え
、
子
供
は
シ
ャ
ボ
ン
玉
と
ジ
ュ
ー

ス
の
セ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
、
会
場
内
で
は

シ
ャ
ボ
ン
玉
で
キ
ャ
ッ
キ
ャ
と
遊
ぶ
子
供
た

ち
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

◆
落
合
の
里
フ
ェ
ス
タ
◆

　

上
落
合
東
部
町
会
主
催
の
「
落
合
の
里

フ
ェ
ス
タ
」
が
、
６
月
26
日（
日
）に
落
合

第
二
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◆
落
合
の
里
コ
ー
ナ
ー　

落
合
第
二
小
学
校

内
に
あ
る
「
落
合
の
里
」
を
児
童
と
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
、
田
起
こ
し
・
田
植
え
・
稲

狩
り
な
ど
、
活
動
し
て
き
た
一
年
間
の
記
録

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
大
賀
ハ
ス
の
大
輪
は

実
に
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
防
災
展
示
コ
ー
ナ
ー　

町
会
防
災
部
に

よ
る
防
災
用
品
の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
同
窓
会
コ
ー
ナ
ー　

今
年
か
ら
発
行
さ

れ
た
同
窓
会
会
報
誌
（
創
刊
号
）
が
配
布
さ

れ
、
各
々
で
再
会
し
た
卒
業
生
の
方
々
は
プ
チ

同
窓
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
消
防
団
コ
ー
ナ
ー　

新
宿
消
防
団
第
十

分
団
が
中
心
と
な
り
、
子
供
防
火
着
の
着

用
体
験
や
東
京
消
防
庁
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
キ
ュ
ー
タ
」
く
ん
が
会
場
を
ま
わ
っ
て
、

来
場
者
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

◆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　
「
落
合
の

里
フ
ェ
ス
タ
」
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、

山
梨
発
サ
ッ
ク
ス
フ
ロ
ン
ト
の
バ
ン
ド
「
小
仏

（
こ
ぼ
と
け
）」
さ
ん
が
会
場
を
沸
か
せ
ま

し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
落
二
小
校
歌
を
熱

唱
し
て
、
来
場
し
た
方
々
を
感
動
の
渦
に

巻
き
込
み
ま
し
た
。

　

感
染
防
止
対
策
も
講
じ
ら
れ
な
が
ら
、

３
年
ぶ
り
に
小
学
校
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

は
大
成
功
で
し
た
。
み
な
さ
ん
と
て
も
楽
し

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。



　

秋
の
気
配
を
感
じ
る
こ
ろ
に
、
毎
年
ご

好
評
頂
い
て
い
る
セ
ン
タ
ー
寄
席
や
、
バ
ス

見
学
会
等
を
現
在
企
画
中
で
す
。
こ
れ
か

ら
委
員
一
同
で
考
え
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

ご
紹
介
し
ま
し
た
予
定
を
含
め
て
、
落
合

第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
員
会
の

催
し
の
詳
細
は
、
各
町
会
の
掲
示
板
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ　

地
域
セ
ン
タ
ー
事
務
局

☏
（
３
９
５
４
）
１
６
１
１

歳
時
記

　
　
ス
ペ
イ
ン
風
邪

　

2019
年
12
月 

中
国 

武
漢
か
ら
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
は
、
足
掛
け
４
年
に
な
る
。

　

100
年
前
に
も
同
じ
様
な
感
染
症
に
よ
る

世
界
的
流
行
が
あ
っ
た
。
当
時
は
原
因
が
解

ら
ず
未
知
の
病
原
菌
と
し
て
医
者
や
生
物

学
者
を
悩
ま
し
た
。
こ
の
病
原
菌
の
正
体
が

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
と
解
る
の
は
1933
年
、

電
子
顕
微
鏡
の
発
明
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

　

1918
年
３
月 

ア
メ
リ
カ 

カ
ン
ザ
ス
州
の

陸
軍
基
地
の
そ
ば
に
あ
る
湖
に
飛
来
し
て

い
た
カ
ナ
ダ
雁
の
ウ
イ
ル
ス
が
、
基
地
で
飼

育
し
て
い
た
豚
を
経
由
し
て
兵
士
た
ち
に

感
染
し
た
。
1000
人
以
上
が
感
染
し
、
48
人

が
死
亡
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
収
ま
ら
な

か
っ
た
。
当
時
は
第
一
次
世
界
大
戦
（
1914
～

1918
年
）
中
で
、
ア
メ
リ
カ
も
後
半
か
ら
参
戦

し
た
。
戦
場
へ
赴
く
輸
送
船
の
な
か
で
感
染

が
広
が
り
、
そ
の
ま
ま
フ
ラ
ン
ス
に
上
陸
し

た
た
め
、
瞬
く
間
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
飛

び
火
し
た
。
特
に
西
部
戦
線
（
フ
ラ
ン
ス
と

ド
イ
ツ
の
国
境
）
で
は
塹
壕
で
の
白
兵
戦

だ
っ
た
た
め
、
敵
・
味
方
関
係
な
く
感
染
が

拡
大
、
戦
意
喪
失
し
た
兵
士
が
多
く
な
っ

た
。
そ
の
た
め
戦
争
が
早
く
終
結
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
も
、
こ
の
戦
争
に
参
戦
し
て
い
た

た
め
軍
隊
を
経
由
し
て
市
中
に
感
染
し
て

い
っ
た
。
世
界
中
で
５
億
人
以
上
が
感
染
、

4000
万
人
以
上
が
死
亡
。
日
本
で
も
3280
万
人

が
感
染
、
39
万
人
が
死
亡
。
実
に
世
界
中
で

三
人
に
一
人
が
感
染
し
た
こ
と
に
な
る
。
作

家
の
芥
川
龍
之
介
も
感
染
し
て
重
い
症
状
に

苦
し
み
、
次
の
句
を
詠
ん
だ
。

胸
中
の
凩（
こ
が
ら
し
）咳
と
な
り
に
け
り

　

戦
時
下
の
た
め
両
軍
と
も
、
こ
の
感
染
症

は
極
秘
扱
い
に
さ
れ
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
中
立
国
だ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
の

国
王
「
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
十
三
世
」
が
感
染
す

る
と
世
界
中
に
報
道
さ
れ
、
こ
の
時
か
ら
ス

ペ
イ
ン
風
邪
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

−2−

運
営
委
員
会
だ
よ
り

地
域
セ
ン
タ
ー
企
画
部

今
年
度
の
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
　
第
一
弾

ボ
ッ
チ
ャ

～
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
～

７
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
半

　
　

地
域
セ
ン
タ
ー
４
階

　

対
象
は
小
学
生
以
上

昨
年
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
話
題
に

な
っ
た
ゲ
ー
ム
で
、
誰
で
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
地
域
セ
ン
タ
ー
企
画
部
今
後
の
予
定
◆

夏
休
み
こ
ど
も
教
室

　

毎
回
大
人
気
の
「
夏
休
み
こ
ど
も
教
室
」

を
、
８
月
22
日（
月
）に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

涼
し
い
地
域
セ
ン
タ
ー
で
、
夏
休
み
に

お
友
達
と
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
内
容
変
更

等
あ
り
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
に
と
っ
て
は
迷
惑
な
話
で
あ
る
。

　

戦
争
が
終
っ
て
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
終
ら

な
か
っ
た
。
戦
後
処
理
の
講
和
会
議
に
集
っ

た
各
国
の
首
脳
達
に
も
感
染
者
が
出
て
、

会
議
が
滞
り
不
満
を
残
し
た
。
そ
の
こ
と
が

第
二
次
世
界
大
戦
へ
の
連
鎖
と
な
っ
た
。
感

染
症
は
、
免
疫
学
（
ワ
ク
チ
ン
）
と
い
う
天

使
と
生
物
化
学
兵
器
と
い
う
悪
魔
を
生
ま

せ
た
。
し
か
し
、
こ
の
悪
魔
は
1969
年
11
月

国
際
条
約
で
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、

い
く
つ
か
の
国
が
密
か
に
研
究
を
続
け
て

い
る
と
い
う
。

　

今
度
の
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
た
ら
、
は

た
し
て
ど
ん
な
歴
史
に
な
る
の
で
あ
ろ
う

か
？

2022
年
３
月
ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

　
　

�

４
月
ア
フ
リ
カ
で
新
た
な
ウ
イ
ル
ス

｢

サ
ル
痘
」
の
感
染
確
認
が
報
告

　

当
時
の
風
刺
画

未
知
の
病
原
体
に
ひ
ざ
ま
ず
く
生
物
学
者

た
ち

　
『
お
願
い
だ
か
ら
君
の
正
体
教
え
て
』


